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＜連絡事項＞
特記事項なし

＜患者様連絡事項＞
・佐藤　友子様～長女様へ糖尿病の当院不採用薬について確認、類似薬での対応で良いとのこと。

・東山　加壽子様～昨日NGチューブ自己抜去、本日馬渡Drより再挿入の指示頂いている。

・鈴木　留美子様～自宅へ退院している。

・宮村　武彦様～12/19午前か26日16時でSW同席にて主治医面談予定、日程調整はSWにて対応。

＜馬渡Dr.診察＞
・三浦　初美様～昨日の点滴に対しての排尿量報告（浮腫なし）している。尿検査の指示あり実施、比重やや高いことから本日点滴2本追加となる。

・中村　幸子様～主治医へ採血にてカリウム緊急値であること報告し、アゾセミド中止の指示あり。今週中止し様子を見て、来週電解質の採血の指示あり。

・小笠原　つるゑ様～人やや過鎮静傾向であること報告し、チアプリド（100）から（50）へ減薬となる。
[bookmark: _GoBack]
＜ユニット移動＞
・小泉　君代様～A120（観察室）からD207
・東山　加寿子様～D207からA120（観察室）
・沖田　省悦様～B101からD203
・佐々木　朗様～D209からB101

＜要注目患者様情報＞				
・三浦　初美様～午前の体温38.3℃、血圧102/54、酸素飽和濃度98％
意識明瞭、常に話している。嗄声、咳嗽は聞かれず。酸素5L→1Lへ減量。15:20、バルーン内排尿70mlのみ。濃縮尿。

・小林　トシ様～体重が-3㎏の為、本日からハーフ食開始。昼は1/2摂取している。昨日19時から排尿なく、14時トイレ誘導で少なめだが排尿あり。15時に水分500ml摂っている。引き続き水分補給促して下さい。

・沖田　省悦様～他者のご飯をもらって食べたり、自分のご飯と交換したりする行為あり。又、他者への干渉が多く他の患者様へ影響がある事から、2階D203へ移動している。

・東山　加壽子様～1階観察室へ部屋を移動している。深夜帯と日勤帯で1回ずつ排尿を確認。薬は拒否無く飲めている。ベッドをギャッチアップするだけでも右下肢痛訴えている。経管栄養トラブルなく実施している。

・榎本　雪子様～準夜帯眠れず徘徊、他室侵入あり、22:40不穏・興奮時のリスパダール内服。その後も眠れず23:40不眠時エスゾピクロン内服。1:00ようやく入眠。日勤帯は傾眠なく、他者へ食事介助する等の過干渉見られている。
　　　　　　　　　右腸骨部に表皮剥離発見している。

・織笠　尚子様～準夜帯の睡眠にムラあり、浅眠で経過。体動多くベッドを低床にして対応している。深夜帯は入眠。引き続き転落に注意して下さい。日勤帯は傾眠なくホールで過ごされている。

・小笠原　つるゑ様～大腿部～下腿、足背まで浮腫著明。尿量少ない事と、体重増加傾向の為、尿測開始する。

・佐藤　友子様～失見当識あり。他者のお膳を下げる行為あり、声掛けしている。

・滝上　八重子様～断続的に痰鳴あり、自己排痰促すと出せている。昼はむせ込みあり、1/3摂取で終了。点滴はトラブルなく実施。

・米田　邦男様～自分の歯ブラシコップを探せず、印をつけてほしいと訴えあり、青のテープを貼って目印にしています。

・佐藤　ミツエ様～右足を慎重に踏み下ろしながら歩いているが、右足に肉眼上異常所見なし。「転んだ」と話すが訴えは二転三転している。

・押野見　トシ子様～夜間眠ることできず、0:30、不眠時のエスゾピクロンを内服。1:00入眠している。

・大久保　和子様～両臀部に数か所表皮剥離できている。掻き傷もあり掻痒感ある様子。

